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はじめに

本資料の概要

 SPARC Enterprise Tシリーズの仮想化機能である、Oracle VM Server for 
SPARC（旧称 Logical Domains/LDoms）の機能 設計指針 メリット 留意SPARC（旧称：Logical Domains/LDoms）の機能、設計指針、メリット、留意
事項などを紹介します。

留意事項留意事項

本資料では、「Oracle Solaris」を「Solaris」と表記することがあります。

本資料は、Oracle VM Server for SPARC 2.1に基づいています。

Oracle VM Server for SPARC 情報

Oracle VM Server for SPARCの導入にあたっては、下記資料もあわせてご
確認くださ確認ください。

• Oracle VM Server for SPARC ご使用にあたって

• Oracle VM Server for SPARC ガイドOracle VM Server for SPARC ガイド

• http://jp.fujitsu.com/platform/server/sparcenterprise/download/software/ldoms/
→ご使用条件に同意することで、ダウンロードメニューから参照できます。

• Oracle VM Server for SPARC 2 1 管理ガイド（Oracle社）
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Oracle VM Server for SPARC 2.1 管理ガイド（Oracle社）

• http://download.oracle.com/docs/cd/E24622_01/index.html



ソフトウェア、ファームウェアの入手について
 最新O l VM S f SPARC S ft の入手 最新Oracle VM Server for SPARC Softwareの入手

 Oracle VM Server for SPARC Softwareは、装置出荷時にプレインストール
されています。しかし、最新機能を利用するために最新バージョンを
インストールしてくださいインストールしてください。

• Oracle VM Server for SPARC Software最新バージョンは、
当社webサイトから入手できます。

Oracle VM Server for SPARC

 最新ファームウェアの入手

Oracle VM Server for SPARC 
http://jp.fujitsu.com/platform/server/sparcenterprise/download/software/ldoms/

最新 ァ ウ アの入手

 利用するOracle VM Server for SPARC Softwareのバージョンに
対応したファームウェアがインストールされている必要があります。

 当社SupportDeskサービスをご契約いただいている契約お客様は、当社 pp サ を 契約 ただ て る契約お客様は、
お客様専用サイトから最新ファームウェアを入手できます。

SupportDesk 
http://eservice.fujitsu.com/supportdesk/

• SPARC Enterprise をお買い上げいただいたお客様は、保証期間内（保証書に記載された保証期間、
当社出荷日から 1年間）は無償でファームウェアを入手できます。詳細は以下をご参照ください。

SPARC E t i フ ムウ ア無償提供のご案内

p j pp
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SPARC Enterprise ファームウェア無償提供のご案内
https://jp.fujitsu.com/platform/server/primepower/support/jp/terms_wid.html



本資料の位置づけ

O l VM S f SPARC
説明内容

Oracle VM Server for SPARCの考え方や設計指針、
留意事項など 紹介

Oracle VM Server for SPARC
の概要

基本編

Oracle VM Server for SPARC

メリット、留意事項などの紹介の概要

Oracle VM Server for SPARCの構築に必要なOS、
パッチ、ファームウェアなどの環境条件の確認方法

１．実機環境の確認

制御ドメイ ゲ トドメイ を作成し O l VM２ 制御ドメインの構築

基本編

制御ドメイン、ゲストドメインを作成し、Oracle VM 
Server for SPARC環境の構築

２．制御ドメインの構築
３．ゲストドメインの構築

ゲストドメインの起動・停止などの基本操作と、
CPU・メモリ・I/Oなどのリソース操作方法

４．ゲストドメインの操作
５．リソース操作 CPU メモリ I/Oなどのリソ ス操作方法５．リソ ス操作

６．Oracle VM Server for 
SPARCへのZFSの活用

 ZFSのスナップショット/クローン機能を活用した
Oracle VM Server for SPARCの便利な使い方構築・運用編

（手順書付）
７ 仮想ディスクの応用 仮想ディスクの色々な使い方

８．ネットワークの冗長化
 IPMPを使用した、ゲストドメインのネットワークの冗
長化の手順

７．仮想ディスクの応用 仮想ディスクの色々な使い方

Oracle VM Server for SPARC環境のバックアップ・
リストア

９．ゲストドメインの
バックアップ・リストア

Oracle VM Server for SPARCを削除して元の環境
に戻す手順

１０．Oracle VM Server for 
SPARC環境の削除
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に戻す手順SPARC環境の削除

IOドメインの構築方法や、ゲストドメインのマイグレー
ションやCPU Power Management等の機能紹介

Oracle VM Server for SPARC
の豊富な機能の紹介

応用編



Oracle VM Server for SPARC 対応機種

ミ シ ンクリテ カル

仮想化機能 Oracle VM Server for SPARC は、SPARC Enterprise Tシリーズで使用可能

ミッションクリティカル

 SPARC64 VII/VII+搭載
 高い処理性能とスケーラビリ M3000 M4000 M5000 M8000 M9000 高い処理性能とスケーラビリ

ティ
 メインフレーム並の信頼性

～幅広い業務に最適～

SPARC64 VII+
1CPU(2コア/4コア)

2.86GHz

SPARC64 VII+
最大8CPU

(8～32コア）
2.66GHz

SPARC64 VII+ 
最大4CPU

(8～16コア）
2.66GHz

SPARC64 VII/VII+ 
最大16CPU
(64コア）

2.88/3.0GHz

SPARC64 VII/VII+ 
最大64CPU
(256コア）

2.88/3.0GHz

M3000 M4000 M5000 M8000 M9000

スループット

幅広い業務に最適

Oracle VM Server for SPARC
対応モデル

Oracle VM Server for SPARC
対応モデル

ッ
コンピューティング

 SPARC T3搭載
 高いスル プ ト性能

SPARC T3
2CPU (32コア)

1 65GH

SPARC T3
1CPU (16コア)

1 65GH

 高いスループット性能
 省電力、省スペース

～特にWebフロント業務、
プ バ

T3-1 T3-2
SPARC T3

4CPU (64コア)
1 65GH

T3-4
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1.65GHz1.65GHzアプリケーションサーバ等に最適～ 1.65GHz



サーバ集約の仮想化方式
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SPARC Enterpriseの仮想化方式
Oracle VM Serverドウ パ シ

ハードウェア層 ハイパーバイザー層 OS層分割階層

Oracle Solaris コンテナ
Oracle VM Server

for SPARC
(SPARC Enterprise Tシリーズ)

ハードウェアパーティション
(SPARC Enterprise Mシリーズ*)

機能名
(適用モデル)

* M3000を除く
（全機種）

ウ 層 層 層分割階層

業務業務AA業務業務AA 業務業務BB業務業務BB 業務業務AA業務業務AA 業務業務BB業務業務BB 業務業務AA業務業務AA 業務業務BB業務業務BB

OSOS OSOS OSOS OSOS OSOS
構成図

OSOS OSOS OSOS OSOS OSOS

ハードウェア
リソース

ハードウェア
リソース

ハードウェアリソース ハードウェアリソース

ファームウェア ファームウェア ファームウェアファームウェア

特長 障害隔離性高障害隔離性高 柔軟性高柔軟性高

アプリケーションの独立性

OSの独立性

ドウ アの独立性

耐障害性

ハードウェアの独立性

構成自由度
稼働中に1Chip/4ｏｒ８DIMM/

2PCIeスロット単位で
追加/削除/移動ができる

稼働中にCPUリソースを

1thread単位で移動できる

ハードウェアに依存せず、
稼働中に業務ごとの

CPU/メモリ比率を変更できる
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追加/削除/移動ができる
1thread単位で移動できる CPU/メモリ比率を変更できる

価格 ￥０ ￥０ ￥０



仮想化機能の違い

ハードウェアパーティハードウェアパーティ
ションション

Oracle VM Server  for Oracle VM Server  for 
SPARCSPARC Oracle SolarisOracle Solarisコンテナコンテナ

障害隔離性 ◎

ドウ 層 隔離

○

OSの隔離性を確保

△

アプリ層の独立性を確保

信
頼
性

ハードウェア層で隔離
OSの隔離性を確保

（IOのみドメインで共用）

アプリ層の独立性を確保

（OSカーネルは共通）

区画間の

セキュリティ
◎

区画(パーティション)間で、
ファイル・プロセスへの

◎

区画(ゲストドメイン)間で、
ファイル・プロセスへの

○

区画(Zone)間で、

ファイル・プロセスへのアクセス不可。ファイル プロセスへの

アクセス不可

ファイル プロセスへの

アクセス不可

ァイル のアク 不可。
（ただし、Global Zoneから各Zoneの
ファイル・プロセスへのアクセスは可）

柔
軟

最大分割

可能数

△

24分割(M9000の場合)
○

128分割* (T3-1/T3-2/T3-4の場合)
◎

8,191分割 (全機種)
軟
性CPUリソース

配分単位

△

XSB単位

○

CPUスレッド単位

◎

%単位

設計コスト ○

ＨＷ資源の初期設定 複数OS
○

資源割当て方針の策定
◎

設計が不要

コ
ス
ト

ＨＷ資源の初期設定、複数OS
のインストールが必要

資源割当て方針の策定、
複数 OSのインストールが必要

ＨＷ設計が不要

管理コスト
○

複数システム管理のため
コストを要す

○

複数システム(OS)管理のため
コストを要す

◎

単一OSによる管理が可能
(パッチ適用など)

ただし 業務毎の区画の設定/コストを要す コストを要す ただし、業務毎の区画の設定/
管理は必要

従来システムからの運用
の継続

PRIMEPOWER /
◎

構成/運用を変更せず移行可

◎

構成/運用を変更せず移行可

△

OS統一によるシステム構成や
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PRIMEPOWER / 
S series からSPARC 
Enterprise(サーバ集約)

構成/運用を変更せず移行可 構成/運用を変更せず移行可
統 構成

運用方法見直しが必要

*   1個の制御ドメイン＋127個のゲストドメインを構築可能



仮想化機能

Oracle VM Server for SPARC 紹介
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Oracle VM Server for SPARC とは・・・

 ファームウェア層で複数の仮想ハードウェア環境(ドメイン)を構築し、それぞれ
のドメインで独立したOSを動作可能な仮想化機能

 最大128個（※1） の区画 (ドメイン) に分割が可能 最大128個（※1） の区画 (ドメイン) に分割が可能

 各ドメインにOracle Solarisをインストール

 ハードウェアリソース (CPU、メモリ、I/O) をドメイン単位で柔軟に配分可能

 CPUはスレッド単位でドメインに割り
が

アプリケーション アプリケーション アプリケーション

ドメインドメインAA ドメインドメインBB ドメインドメインCC当てることが可能
 ドメインを停止せずに、CPUリソース・

メモリ・I/O（※2）の追加/削除が可能

Solaris Solaris Solaris

ファームウェア層ファームウェア層 （（HypervisorHypervisor））ypyp

CPU/メモリ CPU/メモリ CPU/メモリ

I/O
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（※1） 機種によって最大分割数は異なります。
（※2） I/Oは仮想I/Oデバイスのみ、動的追加/削除が可能です。



＜参考＞ マルチコア/マルチスレッドCPUのリソース認識

SPARC T3 （SPARC T3-1/T3-2/T3-4 搭載プロセッサ）

Solaris

1CPU1CPUチップ＝チップ＝1616コア（コア（128128スレッド）スレッド）

スレッド × 8

コア×16
ＣＰＵ × 128

ＣＰＵチップ × １

Oracle Solaris はCPUリソースを、スレッド単位で認識します。

ＣＰＵチップ × １
CPUチップ

Oracle Solaris はCPUリソ スを、スレッド単位で認識します。
SPARC T3の場合、１CPUチップで、128CPUとOSで認識されます。

 SPARC T3-1では1チップ T3-2では2チップ T3-4では2チップor4チップのCPUチップを搭載できます
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 SPARC T3 1では1チップ、T3 2では2チップ、T3 4では2チップor4チップのCPUチップを搭載できます。



制御ドメイン

■制御ドメイン（コントロールドメイン）

Oracle VM Server for SPARC Softwareをインストールするドメインであり、全てのド
メインの作成 管理をするドメイン また 仮想I/Oや仮想デ スクなどの仮想サ ビメインの作成、管理をするドメイン。また、仮想I/Oや仮想ディスクなどの仮想サービ
スをゲストドメインに提供します。

制御ドメイン ゲストドメイン制御ドメインはサーバ毎に必ず1つ構成され、
1台のサ バに複数の制御ドメインを構成する

Oracle VM Server for SPARC 環境を実現する
デ モン

Solaris Solaris
Oracle VM Server 

for SPARC Software

ldmd vntsd

1台のサーバに複数の制御ドメインを構成する
ことはできません。

デーモン ldmd vntsd

 ldmd デーモン
ハイパーバイザーと通信して、ドメインの作成や管理に関
するサービスを提供

 vntsd デ モン

仮想
デバイス仮想

サービス
デバイス
ドライバ

DOMAIN CHANNEL
ハイパーバイザ

ハ ドウ ア

 vntsd デーモン
他のドメインと通信して仮想ターミナル
サービスを提供

ハードウェア I/O
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 通常、制御ドメインはサービスドメイン、I/Oドメインの役割を兼ねています。



サービスドメインとI/Oドメイン

■サービスドメイン

仮想サービスを他のドメインに提供するドメイン。通常、制御ドメインやI/Oドメインと組み
合わせて使用し サ ビスドメイン単体で使用することはありません合わせて使用し、サービスドメイン単体で使用することはありません。

仮想サービスの種類

 仮想ディスクサービス（vds）
ビ 仮想スイッチサービス（vsw）

 仮想コンソールサービス（vcc）

■I/Oドメイン

サービスドメイン I/Oドメイン

Solaris Solaris

制御ドメイン

Solaris

■I/Oドメイン

PCIカードなどの物理I/Oデバイスに対し、直
接アクセスできるドメイン。
仮想I/Oだけでなく ダイレクトI/Oを持つこと Solaris Solaris

vdsvsw

vcc

Solaris

Oracle VM Server 
for SPARC 
Software NIC

仮想I/Oだけでなく、ダイレクトI/Oを持つこと
ができます。
仮想サービスを作成することで、他のドメイ
ンに仮想I/Oを提供することができます。

ハイパーバイザ

ハ ドウ ア

ンに仮想I/Oを提供することができます。
また、I/Oドメインをそのままゲス
トドメインとして使用することも可
能です。
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ハードウェア
NICNIC

す



ゲストドメイン

■ゲストドメイン

制御ドメインによって管理され、仮想サービス・仮想I/Oを利用し、
業務アプリを動作させるドメイン業務アプリを動作させるドメイン。

ゲストドメインの特長

 他のドメインと完全に独立したSolaris 環境

 他のドメインに影響を与えず起動/停止可能

 CPU メモリ 仮想I/Oは動的に

制御ドメイン

Solaris

ゲストドメイン

Solaris

ゲストドメイン

Solaris
 CPU、メモリ、仮想I/Oは動的に

追加・削除が可能

仮想I/O

業務アプリ

仮想I/O

業務アプリ

ハイパーバイザ

ハードウェアハ ドウェア
CPU MEM CPU MEM CPU MEM
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ダイレクトI/Oと仮想I/O

■ダイレクトI/O
ドメインに直接物理I/Oをバス単位、またはPCIスロット・コントローラ単位で割り当て
ることができ ドメインでは物理的なデバイスパスがそのまま認識されますることができ、ドメインでは物理的なデバイスパスがそのまま認識されます。

■仮想I/O
制御ドメイン（サービスドメイン）の仮想サービスによって提供されます。御
1つの物理I/Oを複数のドメインに割り当てることが可能です。
仮想化によるオーバヘッドがあるため、ダイレクトI/Oと比べると性能が劣ります。

Solaris

制御ドメイン ドメインC

Solaris Solaris 

ドメインA

Solaris 

ドメインB

仮想
サービス

/pci@500/…

I/O
/virtual-devices@100/…

仮想I/O 仮想I/O

ハイパーバイザ

ハードウェア I/OI/O
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/pci@500/…/pci@400/…



Oracle VM Server for SPARC is free !
Oracle VM Server for SPARCはSPARC Enterprise Tシリーズの標準機能*1。
SPARC Enterprise Tシリーズを購入していただければ、追加費用なしで
全ての機能が使えます。また、ゲストドメインをいくつ作っても追加費用はありません。

Solaris ライセンス
ハードウェアに

ゲ ド

Solaris ライセンス
ハードウェアに
バンドル*3,4

CAL（Client Access License）
￥０

管理ソフト：
Oracle VM Server 

f SPARC S ft

バンドル*4 ゲストドメイン
￥０*3

バンドル 3,4 

制御ドメイン ゲストドメイン

Solaris Solaris 
Oracle VM Server

f SPARC S ft

ゲストドメイン

Solaris 

ゲストドメイン

Solaris
ハイパーバイザ

￥０

for SPARC Software
￥０

for SPARC Software

ハイパーバイザ

￥０

ハードウェア

ハードウェア
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ハ ドウェア
￥2,073,000～*2 *1 Solaris 10の場合、Oracle VM Server for SPARCをインストールする必要があります。

*2 SPARC T3-1の場合
*3 ゲストドメインはいくつ作っても追加費用なし
*4 Oracle Solaris 11のライセンスは、SDK契約により無償で入手可能



Oracle VM Server for SPARC
適用シーン
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適用シーン：運用管理の継続

OS層までの隔離により、集約前の運用環境をそのまま継続可能

 ドメイン毎の管理者や運用方法を継続可能 集約前後で運用管理は
 ドメイン毎のOS/アプリケーションのメンテナンス
（パッチ適用など）が可能

変わらない

管理者 管理者 管理者
集約前

DISK パッチ 制御ドメイ ゲ トドメイ

集約後
管理者A 管理者B 管理者C

管理者A
ゲ トドメイ 2 ゲ トドメイ 3

業務A

DISK パッチ 制御ドメイン ゲストドメイン1

業務A 業務B 業務C

管理者A
ゲストドメイン2 ゲストドメイン3

パッチ
パッチ パッチ パッチ

サーバ1

業務B

DISK パッチ管理者B

Oracle Solaris 10 
8/

Oracle VM 
Server Oracle Solaris 10 Oracle Solaris 10 

バックアップ
バックアップ バックアップ バックアップ

サ 1

サ バ2

業務C

DISK パッチ管理者C

ファームウェア層ファームウェア層

8/11
パッチレベルA

for SPARC 
Software

8/11
パッチレベルA

8/11
パッチレベルB

サーバ2
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ァ ウ ア層ァ ウ ア層

SPARC T3-1

サーバ3



適用シーン：検証環境の合理化

 1台のサーバで、複数のOracle Solaris 10 アップデートリリース
環境およびOracle Solaris 11を構築でき、各版数上で
アプリケ ションの動作検証が可能 プアプリケーションの動作検証が可能

集約前 集約後

サーバ稼働率を
向上

アプリA 4.0

制御ドメイン制御ドメイン ゲストドメイン1ゲストドメイン1 ゲストドメイン2ゲストドメイン2Oracle 
Solaris 10 

9/10

Oracle 
Solaris 10 

9/10
Oracle VM Server 
for SPARC 
Software

Oracle VM Server 
for SPARC 
Software

Oracle Oracle 
Oracle 

Solaris 10
Oracle 

Solaris 10
Oracle 

Solaris 10
Oracle 

Solaris 10
Oracle 

Solaris 10
Oracle 

Solaris 10

サーバ1

ファームウェア層ファームウェア層

Solaris 10 
8/11

Solaris 10 
8/11

Solaris 10 
8/11

Solaris 10 
8/11

Solaris 10 
9/10

Solaris 10 
9/10

Solaris 10 
8/11

Solaris 10 
8/11

サーバ2

・
・
・

OS版数毎にアプリケ ション 1台のサ バで異なるアップデ トリリ ス

SPARC T3-1
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OS版数毎にアプリケーション
の動作検証用サーバを準備

1台のサーバで異なるアップデートリリース
上のアプリケーションの動作検証が可能



適用シーン：リソースの有効活用

業務間の隔離性を維持したまま、CPUリソースの有効活用
（増強、配分）が可能

業務毎 ピ ク時間差を活
サーバ稼働率を

大幅向上業務毎のピーク時間差を活用

業務の負荷状況に応じて、柔軟かつ動的にCPUリソースの
再配分が可能

大幅向上

2CPU削減再配分が可能

処理量

集約前 集約後

平均稼働率

8CPU 6CPU
2CPU削減

業務A

業務B

業務A 業務B

ピーク時を想定

平均稼働率
30%と仮定

月次業務A 業務B

通常 2CPU 1GB通常 2CPU 1GB
区画
拡張

【【業務業務AA】】 【【業務業務BB】】【【業務業務AA】】 【【業務業務BB】】
コア コア コア区画

拡張
コア コア コア

通常：2CPU, 1GB
最大：4CPU, 2GB

通常：2CPU, 1GB
最大：4CPU, 2GB

４CPU + ２GB ４CPU + ２GB

拡張
コアコア コア

拡張
コア コア コア

業務間の独立性を維持したまま

SPARC T3-1
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業務間の独立性を維持したまま、
動的にCPUリソース有効活用



Oracle VM Server for SPARC
提案・適用事例
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開発環境の迅速な立ち上げ
 O l VM S f SPARCで開発環境を準備することにより Oracle VM Server for SPARCで開発環境を準備することにより、

「ビジネスのスピードアップ」と「管理コストを増加させないこと」が可能

開発機を１台ずつ準備
Oracle VM Server for SPARCで

業務A

開発機を１台ずつ準備 開発環境を準備

Oracle VM Server for SPARC業務A向け開発機

業務B
業務A向け
開発機

業務B向け
開発機

新業務向け
開発機

業務B向け開発機

・
・
・

新規ドメインを追加することで
新規開発のたびに

SPARC T3-1

サーバ購入の稟議
⇒開発は２週間後

新規購入により管理する
サ バ台数が増加

新規購入が不要と
なり バ台数は

サーバ構成の設計/手配
手間が短く 新規業務

新規ドメインを追加することで
開発環境を簡単に確保

新規開発のたびに、
開発機を購入

⇒開発は２週間後・・ サーバ台数が増加

ビジネスチャンス 管理コストが

なり、サーバ台数は
増えない

の手間が短く、新規業務
立ち上げがスピードアッ
プ

Copyright 2012 FUJITSU LIMITED21

機会損失 管理コスト増 ビジネスチャンス
を逃さない

管理コストが
増えない



Oracle VM Server for SPARCによる旧システムのリプレース

PRIMEPOWER 250  x8台
1.98GHz x2CPU（2コア）
4GBﾒﾓﾘ

1.65GHz x1CPU（16コア）
32GBﾒﾓﾘ

T3-1(8HDD Type)  x1台

CPUソケット数16→1
(▲15削減)Interstage Web Server

Interstage Web Server

Interstage Web Server

Ｉｎｔｅｒｓｔａｇｅライセンス
大幅削減(▲75％減)

サーバ集約による費用/エコロジー効果

Interstage Web Server

PRIMEPOWER 250 ｘ 8台 T3-1 ｘ１台 効果

性能(PRIMEPOWER 250を1と
したとき)

- 10 約10倍の性能
費用効果

サ バ集約による費用/エコロジ 効果

Interstage*1 16プロセッサライセンス 4プロセッサライセンス 75％削減

消費電力料金*2 608千円/年 97千円/年 84％削減

CO2排出量 18,192kg-CO2 2,887kg-CO2 84％削減

費用効果

*1：Interstageの費用算出について、ライセンス費用は、75%削減。
プ

質量(重量) 200kg 28kg 86％削減

占有ピッチ数 16U 2U 87％削減

エコ効果

杉の木杉の木10001000本強本強が

Copyright 2012 FUJITSU LIMITED22

既存 ：PRIMEPOWER 250 (2CPU/2コア) x8台の場合、プロセッサライセンス16。
新サーバ：T3-1 (1CPU/16コア) x1台 x0.25 (Oracleライセンスコア適用係数)で、プロセッサライセンス4。

*2:主に工場、オフィス等に対する電気料金の平均単価 (H21年度:13.77円/kWh)。原単位は毎年2月に更新予定。

杉の木杉の木10001000本強本強が
1年間に吸収するCO2と
同等量の削減効果



＜公開事例＞ 株式会社ライフ様
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http://jp.fujitsu.com/platform/server/sparcenterprise/casestudy/life/



Oracle VM Server for SPARC
の適用指針
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ドメインのリソース ～CPU・メモリ～
■CPU メモリ共通■CPU・メモリ共通

 CPU・メモリリソースの仮想化によるオーバーヘッドはほとんどありません。
ネイティブ環境のコア性能 ・ メモリ容量に従って、性能の見積りが可能です。

 ゲストドメインに割り当てたCPU メモリは 制御ドメインからは使用できません

 CPU・メモリリソースの仮想化によるオーバーヘッドはほとんどありません。
ネイティブ環境のコア性能 ・ メモリ容量に従って、性能の見積りが可能です。

 ゲストドメインに割り当てたCPU メモリは 制御ドメインからは使用できません

■CPU

 ゲストドメインに割り当てたCPU・メモリは、制御ドメインからは使用できません。

 CPU・メモリリソースは、各ドメインでそれぞれ独立して使用します。

 ゲストドメインに割り当てたCPU・メモリは、制御ドメインからは使用できません。

 CPU・メモリリソースは、各ドメインでそれぞれ独立して使用します。

 制御ドメインも含めて、各ドメインごとにスレッド単位で割り当てます。
OSからは1スレッドが1つのCPUとして認識されます。

 サーバのコア数を超えるドメインを作成する場合は、事前に検証を実施することを推奨します。

 制御ドメインも含めて、各ドメインごとにスレッド単位で割り当てます。
OSからは1スレッドが1つのCPUとして認識されます。

 サーバのコア数を超えるドメインを作成する場合は、事前に検証を実施することを推奨します。

■CPU

サ の ア数を超えるドメインを作成する場合は、事前に検証を実施することを推奨します。サ の ア数を超えるドメインを作成する場合は、事前に検証を実施することを推奨します。

■メモリ

 制御ドメインも含めて、各ドメインごとに4MB単位で割り当てます。

 制御ドメインには4GB以上の割り当てを推奨します。

 制御ドメインも含めて、各ドメインごとに4MB単位で割り当てます。

 制御ドメインには4GB以上の割り当てを推奨します。

ハイパーバイザ

ハードウェア

制御ドメイン

MEM
CPUCPUCPUCPU MEMMEM

MEM
CPUCPUCPUCPU MEMMEM

ゲストドメイン
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ドメインのリソース ～ネットワーク（仮想NIC） ～
■仮想NIC

 制御ドメインやI/Oドメイン上の物理I/Oデバイス（NICやオンボードLANポートなど）より、
仮想スイッチサービス（vsw）を作成します。

 仮想スイ チサ ビスを元に仮想ネ トワ クデバイス（ t）を作成し ゲストドメインに割り当てま

 制御ドメインやI/Oドメイン上の物理I/Oデバイス（NICやオンボードLANポートなど）より、
仮想スイッチサービス（vsw）を作成します。

 仮想スイ チサ ビスを元に仮想ネ トワ クデバイス（ t）を作成し ゲストドメインに割り当てま

■仮想NIC

 仮想スイッチサービスを元に仮想ネットワークデバイス（vnet）を作成し、ゲストドメインに割り当てま
す。

 vnet はゲストドメイン上ではvnet0,vnet1,・・・と認識され、通常のNICと同様に使用できます。
 制御ドメインでは通常物理NICを使用しますが、仮想スイッチサービスをNICとしても使用できます。

 仮想スイッチサービスを元に仮想ネットワークデバイス（vnet）を作成し、ゲストドメインに割り当てま
す。

 vnet はゲストドメイン上ではvnet0,vnet1,・・・と認識され、通常のNICと同様に使用できます。
 制御ドメインでは通常物理NICを使用しますが、仮想スイッチサービスをNICとしても使用できます。制御ドメインでは通常物理NICを使用しますが、仮想スイッチサ ビスをNICとしても使用できます。
 複数のゲストドメインでvnetを使用する場合、異なるNICごとにvswを作成して、さらにvnetを割り当

てることを推奨します。（1つのvswから複数のvnetを割り当てることは可能です。）
 ネットワークの冗長化には、PRIMECLUSTER GLSもしくは、Solaris標準のIPMPを使用します。

制御ドメイン ゲストドメインどちらでも使用可能です

制御ドメインでは通常物理NICを使用しますが、仮想スイッチサ ビスをNICとしても使用できます。
 複数のゲストドメインでvnetを使用する場合、異なるNICごとにvswを作成して、さらにvnetを割り当

てることを推奨します。（1つのvswから複数のvnetを割り当てることは可能です。）
 ネットワークの冗長化には、PRIMECLUSTER GLSもしくは、Solaris標準のIPMPを使用します。

制御ドメイン ゲストドメインどちらでも使用可能です制御ドメイン、ゲストドメインどちらでも使用可能です。
 vswはL2スイッチです。外部のネットワークを介さずにドメイン間の通信に使用することができます。

制御ドメイン、ゲストドメインどちらでも使用可能です。
 vswはL2スイッチです。外部のネットワークを介さずにドメイン間の通信に使用することができます。

ゲストドメイン1制御ドメイン
Oracle VM Server

ゲストドメイン2
仮想 ビ

ハイパ バイザ

Oracle VM Server
for SPARC Software

vnet0vsw0 vsw1 vnet0vnet1

NICx

仮想スイッチサービス

ハイパーバイザ

ハードウェア
NIC0 NIC1 NIC2

制御ドメイン用

NIC3
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物理I/Oデバイス 仮想ネットワークデバイス



ドメインのリソース ～ネットワーク（物理NIC） ～
■物理NIC （PCI Express Direct I/O）■物理NIC （PCI Express Direct I/O）

 物理I/Oデバイスを直接ゲストドメインに割り当てることができます。物理I/Oは仮想I/Oよりも性能で
優れています。

 物理I/Oデバイスを割り当てたドメインを I/Oドメインと呼びます

 物理I/Oデバイスを直接ゲストドメインに割り当てることができます。物理I/Oは仮想I/Oよりも性能で
優れています。

 物理I/Oデバイスを割り当てたドメインを I/Oドメインと呼びます 物理I/Oデバイスを割り当てたドメインを、I/Oドメインと呼びます。
 I/Oドメインでは割り当てた物理NICをそのまま認識できますが、インスタンス番号が異なる場合が

あります。例えば、制御ドメインの「igb2」をゲストドメインに割り当てると、ゲストドメインでは「igb0」
と認識されることがあります。

 物理I/Oデバイスを割り当てたドメインを、I/Oドメインと呼びます。
 I/Oドメインでは割り当てた物理NICをそのまま認識できますが、インスタンス番号が異なる場合が

あります。例えば、制御ドメインの「igb2」をゲストドメインに割り当てると、ゲストドメインでは「igb0」
と認識されることがあります。認識 あり す。

 ゲストドメインに割り当てた物理NICは、制御ドメインから認識されなくなります。
 事前に、PCI Express Direct I/O に対応するNICをマニュアル（※）で確認してください。

認識 あり す。
 ゲストドメインに割り当てた物理NICは、制御ドメインから認識されなくなります。
 事前に、PCI Express Direct I/O に対応するNICをマニュアル（※）で確認してください。

ゲストドメイン1制御ドメイン
Oracle VM Server

for SPARC Software

ゲストドメイン2
（I/Oドメイン）

ハイパーバイザ

vnet0vsw0 vsw1 vnet0vnet1

制御ドメイン用

NICx

ハードウェア NIC0 NIC1 NIC2 NIC3

「 ご使 あた 物理I/Oデバイス
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※ 「Oracle VM Server for SPARC ご使用にあたって」
http://jp.fujitsu.com/platform/server/sparcenterprise/download/software/ldoms/
⇒ ページ下部よりダウンロードできます。

物理I/Oデバイス
（ゲストドメインに直接割り当て）



ドメインのリソース ～ディスク～

 ゲストドメインでは仮想ディスクサービス(vds)によって提供される仮想ディスク（vdisk）を使用します。
 vdisk はゲストドメイン上では/dev/[r]dsk 配下に c0d0, c0d1,・・・と認識され、通常のディスクと同

様に使用できます。ただし、ターゲットID（tX）は表示されません。

 ゲストドメインでは仮想ディスクサービス(vds)によって提供される仮想ディスク（vdisk）を使用します。
 vdisk はゲストドメイン上では/dev/[r]dsk 配下に c0d0, c0d1,・・・と認識され、通常のディスクと同

様に使用できます。ただし、ターゲットID（tX）は表示されません。
 仮想ディスクサービスに割り当てる物理デバイスは、以下を使用することができます。

• UFS上で作成したファイル
• ZFS上で作成したファイル、およびZFSボリューム（zvol）
• Solaris Volume Manager (SVM) ボリューム

 仮想ディスクサービスに割り当てる物理デバイスは、以下を使用することができます。
• UFS上で作成したファイル
• ZFS上で作成したファイル、およびZFSボリューム（zvol）
• Solaris Volume Manager (SVM) ボリューム
• 物理ディスク
• ディスクスライス

 仮想ディスクで使用するディスクは、制御ドメインのシステムディスクとは別ディスクとすることを推
奨します。同一ディスクとする場合は、スライスを分けることを推奨します。

• 物理ディスク
• ディスクスライス

 仮想ディスクで使用するディスクは、制御ドメインのシステムディスクとは別ディスクとすることを推
奨します。同一ディスクとする場合は、スライスを分けることを推奨します。奨します。同 ディスクとする場合は、スライスを分けることを推奨します。奨します。同 ディスクとする場合は、スライスを分けることを推奨します。

ゲストドメイン1制御ドメイン
O l VM S

ゲストドメイン2

ハイパーバイザ

Oracle VM Server 
for SPARC Software

vds0 vdisk0 vdisk0
/dev/[r]dsk/c0d0 /dev/[r]dsk/c0d0

vdisk1
c0d1

イ イザ

ハードウェア

Solaris
10
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仮想ディスクの冗長化（内蔵ディスク）

 制御ドメイン（I/Oドメイン）上で、ボリューム管理ソフトやOS標準機能（PRIMECLUSTER 
GDS，ZFS， Solaris Volume Manager(SVM)など）を使用して、内蔵ディスクの冗長化を
実施してください

 制御ドメイン（I/Oドメイン）上で、ボリューム管理ソフトやOS標準機能（PRIMECLUSTER 
GDS，ZFS， Solaris Volume Manager(SVM)など）を使用して、内蔵ディスクの冗長化を
実施してください実施してください。

 GDSを使用する場合には、GDSのボリューム上にファイルシステムを作成し、ファイルを
作成します。そのファイルを仮想ディスクとして割り当てます。

 SVM、ZFSの場合には、ファイルに加えてボリュームも仮想ディスクとして割り当てること

実施してください。
 GDSを使用する場合には、GDSのボリューム上にファイルシステムを作成し、ファイルを

作成します。そのファイルを仮想ディスクとして割り当てます。
 SVM、ZFSの場合には、ファイルに加えてボリュームも仮想ディスクとして割り当てること SVM、ZFSの場合には、ファイルに加えてボリュ ムも仮想ディスクとして割り当てること

が可能です。
 SVM、ZFSの場合には、ファイルに加えてボリュ ムも仮想ディスクとして割り当てること

が可能です。

※ファイルシステムとしての機能は使用できます

ファイルシステム上のファイル ボリューム

✓GDS

※ファイルシステムとしての機能は使用できます

✓

✓ ✓

GDS

SVM*

✓
✓

zfs create –V コマンドで作成した emulated 
volume（zvol）。Block device として利用可能。

ZFS
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volume（zvol）。Block device として利用可能。



仮想ディスクの冗長化（外部ディスク）

 ディスクアレイ装置（ETERNUS、StorageTekなど）のボリューム（LUN）を仮想ディスクとして使用する
場合は、制御ドメイン（I/Oドメイン）上でマルチパスソフト（ETERNUSマルチパスドライバ，OS標準機
能のMPxIOなど）を使用して、マルチパス構成を構築してください。

 S S イ ト 場合は 内蔵デ クと同様にボリ ム管理 ト（ C S G S

 ディスクアレイ装置（ETERNUS、StorageTekなど）のボリューム（LUN）を仮想ディスクとして使用する
場合は、制御ドメイン（I/Oドメイン）上でマルチパスソフト（ETERNUSマルチパスドライバ，OS標準機
能のMPxIOなど）を使用して、マルチパス構成を構築してください。

 S S イ ト 場合は 内蔵デ クと同様にボリ ム管理 ト（ C S G S SASファイルユニットの場合は、内蔵ディスクと同様にボリューム管理ソフト（PRIMECLUSTER GDS，
Solaris Volume Manager，ZFSなど）を使用して、冗長化を行います。

 外部ディスクにおける仮想ディスクの冗長化の詳細は、「Oracle VM Server for SPARC ガイド」をご
確認ください。

 SASファイルユニットの場合は、内蔵ディスクと同様にボリューム管理ソフト（PRIMECLUSTER GDS，
Solaris Volume Manager，ZFSなど）を使用して、冗長化を行います。

 外部ディスクにおける仮想ディスクの冗長化の詳細は、「Oracle VM Server for SPARC ガイド」をご
確認ください。確認ください。確認ください。

SolarisSolaris

ETERNUS マルチパスドライバ、
MPxIO など

SASFC FC

RAIDETERNUS
ファイルユニット

GDS
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ドメインの構成

 CPUの割り当ては「コア単位」で行うことを推奨します。すなわち、16コアのサーバの場合、推奨
するゲストドメインの数は、「1～15」となります。（1コア以上のCPUを制御ドメインへ割り当て）

 CPUコアを超える数のゲストドメインを作成する場合には、事前に検証することを推奨します。

 CPUの割り当ては「コア単位」で行うことを推奨します。すなわち、16コアのサーバの場合、推奨
するゲストドメインの数は、「1～15」となります。（1コア以上のCPUを制御ドメインへ割り当て）

 CPUコアを超える数のゲストドメインを作成する場合には、事前に検証することを推奨します。アを超える数 ゲ インを作成する場合 は、事前 検証する を推奨します。
 各ドメインに、Solaris 11またはSolaris 10のいずれかをインストールします。
 I/Oドメインを構築する場合、物理I/Oをバス単位で割り当てるか、またはPCIスロット・コントロー
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商標について

使用条件
 著作権・商標権・その他の知的財産権について

コンテンツ（文書・画像・音声等）は、著作権・商標権・その他の知的財産権で保護されていま
す 本 は 個人的 使 する範囲 プ ウ またはダウ ド きます ただす。本コンテンツは、個人的に使用する範囲でプリントアウトまたはダウンロードできます。ただ
し、これ以外の利用（ご自分のページへの再利用や他のサーバへのアップロード等）について
は、当社または権利者の許諾が必要となります。

 保証の制限 保証の制限
本コンテンツについて、当社は、その正確性、商品性、ご利用目的への適合性等に関して保証
するものではなく、そのご利用により生じた損害について、当社は法律上のいかなる責任も負
いかねます。本コンテンツは、予告なく変更・廃止されることがあります。

商標

 UNIXは、米国およびその他の国におけるオープン・グループの登録商標です。

 SPARC Enterprise、SPARC64およびすべてのSPARC商標は、米国SPARC International, Inc.
のライセンスを受けて使用している、同社の米国およびその他の国における商標または登録
商標です。

 OracleとJavaは、Oracle Corporation およびその子会社、関連会社の米国およびその他の国
における登録商標です。

 その他各種製品名は、各社の製品名称、商標または登録商標です。
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